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緒　　　　　言

　肉用牛肥育経営に占める飼料費はもと畜費を除いた生産費の
約 70％に及んでおり、濃厚飼料（穀類）は、そのほとんどを輸
入に依存している。したがって、食品工場から出される食品製
造副産物が有効利用できれば、低コストでの肥育が可能になる

とともに輸入飼料依存度を減少させることができる。
　食品製造副産物の中で、牛用飼料としてビール粕、豆腐粕、

米ぬか等は発生量の 80～ 90％程度が利用されている１）。また、
それらを使用した牛への給与試験例も多い２－ 11）。しかし、果
汁粕類等は生産季節が偏っているため通年利用は困難であるな
ど、いまだに低・未利用なものも多い。そこで本試験では通年
利用が可能なものとして、製麺工場から恒常的に排出される余
剰製品（ゆでソバ）を乾燥粉砕したもので濃厚飼料の一部を代
替した飼料を用いて肥育試験を行い、交雑種去勢牛の産肉性等
に及ぼす影響について検討した。
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要　　　　　約

　製麺残さ（乾燥ゆでソバ）の給与が交雑種去勢牛肥育の産肉性に及ぼす影響を検討するため、濃厚飼料代替
率を０％（対照区）、15％、30％とした３試験区を設定し肥育試験を実施した。試験は 15か月間の肥育期間を前・
中・後期に分け、それぞれ粗濃比を原物重量比で 25：75、15：85、10：90に設定した混合飼料の自由採食によ
る給与方法で実施したところ、以下の結果が得られた。
１．試験期間中の 1日 1頭あたり飼料摂取量（乾物）は対照区 8 75 、15％区 8 45 、30％区 9 19 、試験
終了時体重は対照区 741 5 、15％区 718 8 、30％区 771 0 、１日当り増体量は対照区 1 04 、15％区
0 98 、30％区 1 09 と有意差はないものの 30％区が高い傾向を示した。

２．枝肉成績では、枝肉重量、ロース芯面積は 30％区がやや高い傾向を示したものの差は認められなかった。
バラの厚さは 30％区が 8 1 で、対照区の 6 4 よりも厚く（ 0 05）なった。
　また、他の肉質項目についても 30％区が優れた傾向を示したが差は認められなかった。
３．ロース芯の粗脂肪含量は 30％区が最も高い傾向を示し、次いで 15％区、対照区の順であった。せん断力価
は 30％区が対照区よりも値が小さく（ 0 05）なった。
４．第一胃内容液の総揮発性脂肪酸（ ）濃度は各試験時期とも区間に差はなかったが、試験終了時の酢酸
割合と酢酸プロピオン酸比（ 比）において 15 区、30 区は対照区よりも低い（ 0 05）値を示した。

５．内臓所見では、対照区と 15％区に一頭ずつ肺炎を認めたがその他の内臓に異常はなく、第一胃の胃壁や絨
毛についても異常は認められなかった。

６．枝肉 1 あたりの飼料費の試算では、対照区 361 9円に対し、15％区 329 9円、30％区 303 0円とソバの代
替率が増えるにしたがって低くなった。
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材料及び方法

１．供試牛
　　肥育試験には県内で生産され、同一場所で育成された交雑
種去勢牛９頭（試験開始時 7 8～ 8 8か月齢）を用いた。また、
消化試験には当センター内で生産、育成した乳用種去勢牛（試
験開始時 16 5～ 18 0か月齢）を用いた。

　　各々の供試牛の概要を表１に示した。

２．供試飼料
　　試験飼料として、濃厚飼料は市販配合飼料を用い、粗飼料
は稲ワラを約３ の長さに切断したもの、モミ殻はライスセ
ンターから搬出した無処理のものをそれぞれ使用した。また、
製麺残さは製麺工場において余剰となったゆでソバ（ソバ粉
60％、小麦粉 40％）を中間処理業者が乾燥し粉砕したもの（以
下ソバ）を使用した。
　　各試験期ごとの給与割合を表２に示した。

３．試験区分
　　試験区分は対照区とソバの代替割合を変えた２試験区の３
区分とし、各区とも粗飼料は無処理モミ殻と稲ワラを原物重
量割合で同量ずつ用いた。濃厚飼料については、対照区は市
販配合飼料のみを使用し、試験区は原物重量割合で市販配
合飼料の 15％をソバで代替した区（以下、15％区）、同様に
30％をソバで代替した区（以下、30％区）の２区を設定した。

４．試験期間
　　試験は、40日間の予備飼育をした後、15か月間（平成 14

年 12月 22日～ 16年 3月 18日、前期 154日間、中期 112日間、
後期 196日間）の肥育試験を実施した。
　　予備飼育期間の供試飼料への馴致については、約 20日間は
チモシーを中心に飼育しながら濃厚飼料を徐々に増やし、そ
の後チモシーを稲わら及びモミ殻に徐々に切り替え、予備飼
育終了と同時に各試験区分の飼料構成に切り替えた。
５．飼料給与方法
　　供試飼料は無加水で濃厚飼料と粗飼料を給与計画の原物重
量割合に基づき撹拌機で混合した後、少量（約１ ）の残飼
が出る程度の量を１日２回（おおむね９時と 15時）に分けて
与える自由採食法で給与した。
６．飼養管理
　　供試牛は開放追い込み牛舎で群飼育とし１区画 48裃、に３
頭ずつ収容し、試験開始前約１か月時点で除角した。飲水は
ウォーターカップによる自由飲水とし、この他に尿石予防剤
入り固形鉱塩を自由に舐めさせた。また、敷料にはオガクズ
を使用し、２週間に１回の頻度で交換した。
　　ビタミン は 15か月齢程度までは２か月に１回、また試
　験終了前２か月すなわち 22か月齢時点で 50万 を筋肉注
射した。
７．調査項目
　（1）体重
　　　体重は２週間ごとに２日連続で測定し、その平均値をデー

タとして採用した。
　（2）飼料摂取量及び飼料分析
　　　毎日、残飼量を秤量し、給与した混合飼料の量から差し

引いて摂取量を算出した。
　　　飼料の一般成分及び中性デタージェント繊維（ ）に

ついては公定法にのっとり実施した。
　（3）第一胃内容液の 分析及び の測定
　　　試験開始時及び各試験期の中間時と終了時の計７回、朝

の飼料給与後約 4時間の時点で経口カテーテルを用いて第
一胃内容液を採取した。採取後直ちに メーターを用い
て を測定し、遠心分離後の上澄み液は分析に供するま
で６％過塩素酸を等量混合した後、凍結保存した。 の
分析は高速液体クロマトグラフ法（カラム：島津製作所製
102 ）にて実施した。

　（4）血液の採取と成分分析
　　　試験開始時及び各試験期の中間時と終了時の計７回、朝

の飼料給与後約４時間の時点で頚静脈からヘパリン入り真
空採血管を用いて血液を採取した。採取後直ちに遠心分離
し、ヘマトクリット値を測定した。

　（5）枝肉の評価
　　　枝肉の格付けは肉質の理化学分析用のサンプル切除後、

東京食肉市場において社団法人日本食肉格付協会による格
付けを受けた。

　（6）理化学分析 17）

　　　と畜冷蔵後の第６ ７肋骨間枝肉切開面後部の胸最長筋を
６か月間凍結保存し、解凍後にミンチ肉にし、水分、粗脂
肪及び粗蛋白質含量を測定した。水分は 135℃で２時間加
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表１　供試牛の概要
区分 種雄牛 開始時体重 同月齢 備考

ｋｇ 月
対照区 田　照 326 8 5 県内導入
〃 菊百合 237 8 4 〃
〃 谷　美 265 7 9 〃
15 区 〃 306 8 8 〃
〃 菊久美 255 8 6 〃
〃 菊百合 278 8 1 〃
30 区 菊久美 299 8 1 〃
〃 菊百合 302 8 0 〃
〃 菊　安 252 7 8 〃

消化試験 ﾘッｷｰ 581 18 0 場内産
〃 ﾃﾞｭﾗﾝｺﾞ 640 〃 〃
〃 〃 554 16 5 〃
〃 〃 578 〃 〃

表２　飼料給与割合（％）
区　　分 前期 中期 後期

対照区 市販配合 75 0 85 0 90 0
稲ワラ 12 5 7 5 5 0
モミ殻 12 5 7 5 5 0

15％区 ソバ 11 3 12 8 13 5
市販配合 63 8 72 3 76 5
稲ワラ 12 5 7 5 5 0
モミ殻 12 5 7 5 5 0

30％区 ソバ 22 5 25 5 27 0
市販配合 52 5 59 5 63 0
稲ワラ 12 5 7 5 5 0
モミ殻 12 5 7 5 5 0

原物重量割合
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熱し、デシケーターで放冷後秤量して、加熱前後の重量差
から求めた。粗脂肪含量は水分測定後のサンプルを用いて
エーテルで 16時間抽出して求めた。また、同時期にクッキ
ングロス及びせん断力価を測定した。クッキングロスはサ
ンプルを筋繊維と平行に 2 × 2 × 5 程度のブロックに切
断し、ビニール袋に入れて密封し、70℃の温湯中で 1時間
加熱した後、流水中で冷却し、加熱前後の肉重量から損失
割合を算出した。せん断力価は加熱肉を 1 × 1 × 5 程度
の肉片にし、せん断力価計（ ）を用いて測
定した。

　　　さらに、皮下脂肪と筋間脂肪について上昇融点法にて脂
肪融点を測定した。

　（7）消化率
　　　当場産のホルスタイン種去勢牛４頭を用いて、予備期 11

日間、試験期３日間の全糞採取法で後期における対照区と
30％区の供試飼料についてクロスオーバー法で消化試験を
実施し、消化率を測定した。

　（8）統計処理
　　　統計処理は一元配置分散分析法により評価し、有意差の

認められた項目について、 の検定により試験区間の
差を検定した。

結　　　　　果

１．供試飼料の成分値
　　供試飼料の分析値を表３に示した。ソバは市販配合飼料と
比較して、粗たんぱく質（ ）が高く、エーテル抽出物（ ）、
粗繊維（ ）が極端に低い値を示した。したがって、この成
分差を反映して後期試験飼料の 30％区は対照区と比較して
は 0 8％高く、 は 0 7％、 は 1 2％それぞれ低い値を

示した。また、前、中期の試験飼料も後期試験飼料ほどの差
ではないが同様の傾向を示した。

２．消化率

　　消化試験の結果得られた消化率を表４に示した。乾物（ ）
消化率及び の消化率は、30％区が高い傾向を示したが、
有意な差は認められなかった。
３．飼料摂取量
　　各試験期間中の１日１頭あたり平均飼料乾物摂取量を表５
に示した。ソバの嗜好性については全く問題なく、馴致を
始めたその日から順調に採食した。肥育前期では、対照区
7 55 、15％区 8 25 、30％区 8 60 とソバの割合が増え
るに従って摂取量が増える傾向を示した。肥育の中後期では
15％区の摂取量が他の２区と比較して少ない結果となった。
肥育全期間の通算では対照区 8 75 、15％区 8 45 、30％区
9 19 と 30％区の摂取量が最も多い結果となった。

４．増体成績
　　各期体重及び１日当り増体量（ ）を表６に、また試験
期間中の体重の推移を図１に示した。終了時体重は対照区
741 5 、15％区 718 8 、30％区 771 0 と 30％区がやや重
い傾向を示したものの有意差は認められなかった。また、試
験期間中通算の は対照区 1 04 、15％区 0 98 、30％
区 1 09 となったが差は認められなかった。しかし、前期
の は 30％区が 1 30 と他の区（対照区 1 12 、15％区
1 11 ）に比べてかなり高い傾向を示した。

５．第一胃内容液性状及び血液性状
　　試験開始時、前期終了時、中期終了時、試験終了時におけ
る第一胃内容液性状各項目の値と血液中ヘマトクリット値を
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表３　供試飼料分析値（％）

供試飼料 ＤＭ中
ＤＭ ＣＰ ＥＥ ＮＦＥ Ｃ ＮＤＦ

ソバ 89 4 16 9 0 3 80 9 0 8 3 3
市販配合飼料 88 1 14 0 2 7 73 5 5 2 21 9
モミガラ 91 0 3 1 1 0 32 3 44 0 78 6
稲ワラ 87 8 5 4 2 1 42 8 32 3 63 1

前期 対照区 88 5 11 4 2 3 64 8 12 8 33 0
15％区 88 6 11 7 2 0 65 6 12 3 30 6
30％区 88 8 12 0 1 7 66 4 11 8 28 3

中期 対照区 88 3 12 5 2 5 68 1 10 1 29 2
15％区 88 5 12 9 2 2 69 1 9 6 26 9
30％区 88 6 13 8 1 9 71 9 7 3 21 8

後期 対照区 88 4 13 0 2 6 68 7 8 3 25 9
15％区 88 5 13 4 2 2 69 9 7 7 23 1
30％区 88 7 13 8 1 9 71 1 7 1 20 3

表４　消化率（％）

対照区 71 7 67 5 48 6 37 3
± 2 9 ± 5 3 ± 12 5 ± 5 1

30％区 74 6 71 0 47 2 36 7
± 2 7 ± 3 7 ± 10 9 ± 6 0

下段の数値は標準偏差

表５　飼料摂取量　（ 頭・日）
対照区 15％区 30％区

前　期 7 55 8 25 8 60
中　期 9 73 8 58 9 71
後　期 9 14 8 54 9 36
全期間 8 75 8 45 9 19

表６　体重および日増体量（ ）
体 重 日増体量
対照区 15％区 30％区 対照区 15％区 30％区

開始時 276 2 279 8 283 0
± 45 9 ± 25 5 ± 26 8

前期終了時 448 7 451 2 483 0 1 12 1 11 1 30
± 48 7 ± 30 0 ± 35 3 ± 0 09 ± 0 07 ± 0 14

中期終了時 574 7 566 0 611 0 1 13 1 01 1 14
± 38 4 ± 39 2 ± 24 4 ± 0 12 ± 0 09 ± 0 12

終了時 741 5 718 8 771 0 0 92 0 84 0 88
± 46 2 ± 56 2 ± 20 8 ± 0 05 ± 0 13 ± 0 15

全期間 1 04 0 98 1 09
± 0 04 ± 0 08 ± 0 10

図１　体重の推移



表７に示した。
　　第一胃内容液 については差が認められなかったものの、
試験終了時で 15％区及び 30％区が対照区に比較してやや低い
傾向を示した。
　　また、総 濃度には区間に差がなかったが、試験終了
時の 濃度のうち酢酸割合と 比において、15％区及び
30％区が対照区に比較して低い値を示した（ 0 05）。
　　血液中ヘマトクリット値については各区間に差は認められ
なかった。
６．枝肉成績
　　日本食肉格付協会による格付結果を表８に示した。枝肉重
量については差が認められなかったものの、対照区 453 7 、
15％区 449 3 、30％区 493 7 と 30％区が重い傾向を示した。
その他の項目については差は認められなかったものの、ほと
んどの項目でソバを給与した区が対照区に比較して優れた数
値を示していた。
　　この中でバラの厚さについては、対照区 6 4 、15％区
7 0 、30％区 8 1 で対照区と 30％区との間に差（ 0 05）
が認められた。

７．理化学分析
　　胸最長筋の一般成分、物質的性質及び皮下脂肪、筋間脂肪
の融点の分析結果を表９に示した。粗脂肪含量については、
対照区 22 9％、15％区 27 1％、30％区 29 0％と格付けの脂肪
交雑基準（ ）の傾向と同じくソバの割合が増えるに
したがって多くなる傾向を示した。当然のことながら水分及
び の含量は粗脂肪含量と逆の傾向を示した。

　　物質的性質のクッキングロス（加熱処理後の損失割合）
やせん断力価の値はこの一般成分の違いを反映した形にな
り、ソバの割合が増えるにしたがって値は小さくなった。と
くに肉のやわらかさの指標となるせん断力価では、対照区
3 95 ／袱、15％区 2 99 ／袱、30％区 2 59　 ／袱となり、
30％区は対照区と比べて低い（ 0 05）値となった。

　　皮下脂肪ならびに筋間脂肪の融点については差が認められ
なかった。
８．内臓所見
　　と畜場における内臓の剖検所見では、肺に大豆大の化膿巣
が対照区、15％区に 1頭ずつ見られたのみで、その他異常は
認められなかった。また、目視だが第一胃の胃壁の厚さや色、
絨毛の色や長さに各区間で差はなく、異常は認められなかっ
た。

考　　　　　察

　食品製造副産物を肉用牛に給与した試験は、豆腐粕を中心と

したもの 2 6 8 9 11）、ビール粕を中心としたもの 3 4 5）などは古く
から実施されてきた。また、最近ではパンくず、野菜くず、ご

飯などを高温発酵乾燥処理したものでの給与試験事例 7）もある。
平成 13年から食品リサイクル法施行にともない、工場などから
排出される廃棄物は一定量の再利用が義務付けられた。そこで
本試験は植物性残さであるソバを交雑種去勢牛に給与し、採食
性、発育性、枝肉成績等を評価し、飼料としての可能性につい
て検討したものである。
　まずソバの嗜好性についてであるが、肥育開始前の馴致期間
から市販配合飼料と比較してもまったく遜色ない採食性を示し
た。ソバは３～５ に粉砕されており、稲ワラやモミ殻、配
合飼料とよく混ざり、取り扱いも容易であり、水分が 11％程度
まで乾燥されているので保存性も優れていると考えられた。
　飼料摂取量は 30％区で多い傾向を示した。特に肥育前期では
その傾向が顕著であった。摂取量に関わる要因には第一胃の容
積充満度、浸透圧、エネルギー平衡、脂肪細胞由来のホルモン
分泌量等々数多くあり 13）、それぞれが複雑に絡み合い、原因を
特定することは困難である。本試験の場合も限られたデータか
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表７　第一胃内容液性状および血液ヘマトクリット値
対照区 15％区 30％区

ｐ
開始時 6 45 ± 0 5 6 30 ± 0 3 6 14 ± 0 3
前期終了 6 76 ± 0 1 6 86 ± 0 1 6 97 ± 0 2
中期終了 6 72 ± 0 1 6 97 ± 0 2 6 75 ± 0 3
終了時 6 53 ± 0 3 6 14 ± 0 1 6 09 ± 0 6

総
）

開始時 8 46 ± 0 9 10 38 ± 1 6 8 38 ± 1 9
前期終了 8 68 ± 1 2 8 42 ± 1 4 6 89 ± 0 5
中期終了 8 30 ± 1 5 6 84 ± 0 6 9 84 ± 0 9
終了時 8 56 ± 0 8 6 97 ± 0 6 9 64 ± 3 7

酢酸割合
（％）

開始時 64 8 ± 3 1 58 2 ± 3 0 59 3 ± 2 3
前期終了 66 3 ± 1 4 58 6 ± 3 2 64 0 ± 3 9
中期終了 60 3 ± 2 1 56 7 ± 5 0 59 8 ± 2 7
終了時 58 6 ± 1 6 50 4 ± 4 5 50 7 ± 2 4

プロピオン
酸割合（％）

開始時 24 6 ± 3 0 28 7 ± 2 7 27 4 ± 2 5
前期終了 19 7 ± 2 0 24 7 ± 6 1 21 9 ± 2 3
中期終了 26 1 ± 1 7 31 9 ± 5 5 26 1 ± 2 7
終了時 26 0 ± 4 9 37 1 ± 5 5 36 7 ± 6 2

比
開始時 3 22 ± 0 6 2 85 ± 0 3 2 18 ± 0 3
前期終了 3 39 ± 0 4 2 51 ± 0 8 2 95 ± 0 5
中期終了 2 32 ± 0 2 1 83 ± 0 5 2 31 ± 0 4
終了時 2 32 ± 0 5 1 39 ± 0 3 1 42 ± 0 3

ヘマトク
リット値

開始時 34 8 ± 5 5 32 8 ± 0 8 33 7 ± 2 8
前期終了 33 3 ± 3 5 34 8 ± 3 3 37 2 ± 1 9
中期終了 37 2 ± 2 6 36 7 ± 3 1 36 0 ± 2 0
終了時 38 3 ± 1 5 37 0 ± 1 0 39 7 ± 1 5
異符号間に有意差有り（Ｐ＜０．０５）

表８　枝肉成績（日格協）
対照区 15 区 30 区

枝肉重量（ ） 453 7 448 3 493 7
肉質等級 2 0 2 7 2 7

ロース芯面積（袱） 44 0 47 0 48 0
バラの厚さ（ ） 6 4 7 0 8 1
皮下脂肪厚（ ） 1 9 2 5 2 8
歩留基準値 70 0 70 3 70 3

2 7 3 3 3 7
4 0 4 7 3 7

光沢 2 7 2 7 3 0
締まり 2 0 2 7 3 0
きめ 2 7 3 0 3 0

3 0 2 7 2 3
異符号間に有意差有り（Ｐ＜０．０５）

表９　肉の理化学分析値
対照区 15％区 30％区

水分（％） 57 7 54 5 53 7
粗タンパク質（％） 18 7 17 2 16 5
粗脂肪含量（％） 22 9 27 1 29 0
剪断力価（ 袱） 3 95 2 99 2 59
クッキングロス（％） 16 6 17 1 15 9
皮下脂肪融点（℃） 28 7 28 3 26 7
筋間脂肪融点（℃） 27 8 29 4 29 6
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らだけでは推論が難しいが、大きく二つの要因が考えられる。
　一つは、容積充満度であるが、ソバの容積重は 1 24 ／褄で
配合飼料の容積重の 0 61 ／褄に比較して約２倍あり、このこ
とが食い込みに影響を及ぼしたと考えられる。
　もう一つは消化管の通過速度の関係で、粕類はビール粕など
を除けば総じて第一胃内分解率が高く、その消失速度が速いこ

とから高エネルギー飼料と位置づけられている 12）。石野らは本
試験に使用したソバ等について、第一胃フィステル装着牛にお
ける第一胃内消失速度を測定しているが、ソバはうどんや中華
めんよりは遅いものの、とうもろこしの約 1 2倍の速さで消失

したと報告している 14）。
　したがって、ソバの胃内滞留時間が短く、そのことによって
摂取量が増えたとも考えられる。なお、15％区で肥育中期以降
摂取量が鈍化したのは、この区の 1頭が 16か月齢時点からしば
らくの間肺炎を患い、摂取量が落ち込んだことが影響している
と考えられる。
　消化率については、ソバ 30％区と対照区との比較を後期飼料
で比較した中では、有意差はないものの 消化率、 消化
率ともに 30％区の方が高かった。通常強い加熱処理で蛋白質は

変性し消化率が下がるものも多い 1）が、本試験に使用したソバ
は天日乾燥したものを供試したので、熱変性がなく消化率の低
減がなかったものと考えられる。
　増体及び枝肉成績については、30％区の増体が他の２区に比
較して優ったのは摂取量の多さが反映されたものと考えられる。
また、枝肉成績で 30％区のバラの厚さが対照区よりも厚くなっ
た（ 0 05）が、これはバラの筋肉の最も発達する時期は肥育
の前半までであり、30％区ではこの時期の摂取量が多く、
が最も大きかったことによると考えられる。この時期の と
バラの厚さとの関係を図２に示したが、１％水準で有意な正の
相関関係が認められた。

　肉質の理化学性状では、肉の柔らかさの指標であるせん断力
価で 30％区が 2 59 ／袱であり、対照区の 3 95 ／袱よりも
低い（ 0 05）値となった。これは30 区の粗脂肪含量が29 0％で、
対照区の 22 9％と比較して約６％高かったことによるものと考
えられる。
　第一胃内容液性状については、一般に飼料中の濃厚飼料の割
合が増加すると第一胃内 のうち酢酸の割合が低下し、プロ
ピオン酸の割合が増加する。本試験では 15％区及び 30％区の酢
酸割合ならびに 比が対照区のそれに比較して低い値を示し
た。このことは第一胃内での分解の早さの裏づけとして考える

ことができよう。
　最後に経済性について、図３に枝肉１ 当りに要した飼料費
の試算結果を示した。ソバは１ 当り 20円であり、極端に安
いわけではないが、試験区の増体が対照区に比較して遜色ない
か優れる傾向にあったため 15％区は９％、30％区は 17％飼料費
の節減につながった。

　以上のことから、ソバを配合飼料の 30％まで代替して給与す
る交雑種去勢牛での肥育方式は十分に実施可能であると考えら
れた。この代替割合をさらに高めたときの影響については興味
あるところだが、ソバの第一胃における消失速度の速さを考慮
すると鼓脹症になる可能性が高まることも考えられる。
　本試験では粗飼料の半分を無処理のモミ殻を使用した。モミ
殻については同時に給与した飼料の通過を遅らせる効果があり
15 16）、このことが良い影響を与えたとも考えられる。
　今後の課題としては、更なるコストの低減にむけて乾燥粉砕
の工程を省き、高水分のままサイレージ化して給与するなどの
方法も検討する必要があると考える。
　また、24か月齢以上の長期間にわたって肥育した場合の鼓脹
症や尿石症の発生率がどうなるのかという問題がある。このこ
とについては、まず肥育牛における発生率の基本的なデータを
と畜場などから収集したうえで、飼料との関連性を検討してい
くことが必要と考える。
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